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本
市
内
で
未
解
明
な
城
跡
の
う
ち
、最
も
重
要
で
特
殊
と
い
え
る
も
の
が
郡
山
合
戦

に
お
け
る
大
内
軍
の
陣
地
跡
で
す
。本
市
の
中
心
部
に
あ
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
断
片

的
に
し
か
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、い
よ
い
よ
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
足
を
踏
み

入
れ
ま
す
。ま
ず
は
こ
の
高
塚
山
城
を
前
・
後
編
に
分
け
て
紹
介
い
た
し
ま
す
！

　
　安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　学
芸
員

　秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
四
十
五
回

編
集
後
記

　
市
長
コ
ラ
ム
等
に
も
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
可
部
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
ず
っ
と
以
前
は
上

根
峠
を
通
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
免
許
取
り
立
て
の
頃
は
、
自

動
車
学
校
で
習
っ
た
と
お
り
ギ
ア
を
サ

ー
ド
に
し
て
下
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

う
ー
ん
懐
か
し
い
。

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
が
完
成
し
、
道
路

整
備
も
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。
私
も

暖
か
く
な
っ
た
ら
、
近
く
の
山
の
道
の

状
況
を
確
認
に
歩
い
て
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
（
浮
田
）

　
神
楽
五
色
麺
の
取
材
。
各
店
の
工
夫

を
凝
ら
し
た
麺
料
理
に
、
思
わ
ず
箸
が

進
み
ま
す
。
ど
れ
も
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
普
段
、
外
食
を
ほ
と
ん
ど
す
る
事
が

な
い
僕
。
仕
事
と
は
い
え
、
短
い
期
間

で
こ
れ
ほ
ど
外
食
を
し
た
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
。
体
重
が
気
に
な
り
ま
す
。

（
稲
田
）

　
安
芸
高
田
市
の
食
文
化
を
盛
り
上
げ

る
、
夜
叉
う
ど
ん
を
は
じ
め
と
す
る
神

楽
五
色
麺
。
全
て
の
店
の
五
色
麺
を
食

べ
る
こ
と
が
、
私
の
目
標
で
す
。

（
田
村
）

今
月
の
表
紙
▼

　
1
月
18
日
（
土
）、
ひ
ろ
し
ま
安
芸

高
田
神
楽 

第
3
回
東
京
公
演
。
楽
屋

で
化
粧
を
す
る
吉
田
神
楽
団
の
団
員
。

団
員
の
意
気
込
み
と
緊
張
感
が
伝
わ
っ

て
き
ま
せ
ん
か
？

立
地
：
甲
田
町
と
吉
田
町
の
町
境
で
、吉
田
盆
地
東
側
の
山

並
の
稜
線
上
に
あ
り
ま
す
。最
高
所
の
標
高
は
郡
山

と
同
じ
で
、可
愛
川
対
岸
の
郡
山
城
や
青
山
城
が
よ

く
望
め
ま
す
。こ
の
尾
根
を
南
に
進
む
と
吉
常
山
城

や
田
淵
ヶ
城
が
あ
り
、こ
れ
ら
と
の
深
い
関
係
が
伺

え
ま
す
。谷
を
隔
て
た
北
東
側
に
は
住
吉
山
、更
に
柿

原
山
城
へ
尾
根
が
続
い
て
い
ま
す
。

歴
史
：
１
５
４
０
年
９
月
４
日
、尼
子
軍
の
多
治
比
着
陣
か

ら
始
ま
っ
た
郡
山
合
戦
。同
12
月
３
日
、毛
利
軍
の
救

援
と
し
て
陶
隆
房
率
い
る
大
内
軍
１
万（
元
就
の
記

録
に
よ
る
）
が
「
山
田
中
山
」（
甲
田
と
吉
田
の
間
の

山
。別
の
記
録
で
は「
白
豆
峠
」）に
着
陣
。翌
年
１
月

11
日
に
山
を
下
り
、郡
山
西
隣
の
天
神
山
に
陣
替
え

し
ま
す
。こ
の
１
ヶ
月
余
り
の
陶
勢
の
陣
地
が
こ
の

高
塚
山
一
帯
と
考
え
ら
え
ま
す
。た
だ
し
、坂
に
在
陣

し
て
い
た
杉
隆
宣
率
い
る
大
内
軍
の
先
鋒
が
１
５
４

０
年
９
月
26
日
、池
の
内
で
尼
子
軍
を
破
っ
て
お
り
、

そ
れ
以
後
杉
勢
が
高
塚
山
あ
た
り
に
駐
屯
し
て
い
た

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。な
お
江
戸
時
代
の
地
誌
に
は

こ
の
城
の
記
載
は
な
く
、住
吉
山
、大
元
山
、柿
原
山

に
陶
勢
な
ど
の
陣
跡
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

備
考
：
通
常
、臨
時
的
な「
陣
城
」と「
陣
地
」の
違
い
は
防
御

施
設
で
あ
る
か
ど
う
か
。こ
の
遺
構
が
軍
勢
が
一
時

的
に
駐
屯
し
た
防
御
施
設
と
は
判
断
し
か
ね
ま
す

が
、範
囲
も
広
く
呼
称
が
定
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、便

宜
上「
高
塚
山
城
」と
し
ま
し
た
。

じ
ょ
う

《
八
千
代
町
佐
々
井
》

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

高
塚
山
城
〈
前
編
〉

た
か

つ
か

や
ま

じ
ょ
う

《
甲
田
町
下
小
原
、吉
田
町
吉
田
･
国
司
》

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
３
８
８
ｍ

　比
高
／
１
９
０
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

　城
主
／
大
内
軍

所
要
時
間
／
西
側
の
テ
レ
ビ
塔
か
ら
約
10
分

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

お
　ば
ら

た
か
の
ぶ

ま
さ
は
る

く
ら
の
じ
ょ
う

高塚山城位置図（赤毛利・大内軍　青尼子軍） 高塚山から望む青山城（東側より撮影）

稜線上に断続的に続く平坦地

高塚山城遠望（西側より撮影）
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191 号

分れ交差点

桐陽台団地
入口交差点

南原交差点
三入交差点

区民文化センター
入口交差点

可部トンネル 南原
トンネル

下町屋
トンネル

下浜ヶ谷交差点
（新しい交差点）

大林
トンネル

191

54

開通区間

2.2km

至広島

至八千代
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

国
道
54
号
可
部
バ
イ
パ
ス
の

開
通
の
効
果
を
考
え
る

　

2
月
8
日
（
土
）、
待
望
の
国
道

54
号
可
部
バ
イ
パ
ス
が
開
通
し
ま
し

た
。
安
芸
高
田
市
民
に
と
っ
て
は
、

待
ち
に
待
っ
た
開
通
で
す
。
１
９
８

１
年
（
昭
和
56
年
）
か
ら
中
島
交
差

点
を
起
点
と
し
て
着
手
さ
れ
た
バ
イ

パ
ス
工
事
は
、
こ
れ
ま
で
に
総
額
約

６
１
０
億
円
の
巨
費
を
投
じ
、
33
年

の
長
い
歳
月
を
か
け
た
も
の
で
し

た
。
国
土
交
通
省
・
広
島
県
・
広
島

市
は
も
と
よ
り
、
用
地
買
収
等
で
ご

協
力
頂
い
た
可
部
地
区
の
皆
様
に
深

く
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
開
通
式
で
は
国
土
交
通

省
中
国
地
方
整
備
局
長
、
広
島
市
長

か
ら
、「
こ
の
開
通
は
暫
定
的
な
も

の
で
、
立
体
橋
で
接
続
す
る
工
事
が

1
・
5
㎞
残
っ
て
い
る
。」
と
の
説

明
が
あ
り(

安
芸
高
田
市
の
要
望
事

項
を
聞
き
入
れ
て
頂
い
た)

、
安
堵

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
道
54
号
は
、
安
芸
高
田
市
の
中

央
部
を
貫
通
し
、
広
島
市
と
松
江
市

を
結
ぶ
主
要
な
幹
線
道
路
で
す
が
、

沿
線
に
は
多
く
の
工
場
や
商
業
施
設

が
あ
り
、
ま
た
、
隣
接
し
た
広
島
市

～
安
芸
高
田
市
間
の
相
互
移
動
や
広

島
市
へ
の
通
勤
・
通
学
に
よ
り
慢
性

的
な
交
通
渋
滞
と
な
っ
て
お
り
ま
し

た
。こ
の
バ
イ
パ
ス
の
開
通
に
よ
り
、

安
芸
高
田
市
と
広
島
市
間
の
移
動
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
安
芸
高
田

市
に
と
っ
て
の
経
済
効
果
は
計
り
知

れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
安
芸
高
田
市
に
は
、
毛
利

元
就
関
連
史
跡
や
甲
立
古
墳
、
土
師

ダ
ム
や
湧
永
庭
園
と
い
う
素
晴
ら
し

い
景
勝
地
、サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
・

湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
の
マ
ザ
ー
タ
ウ
ン

と
し
て
の
機
能
、
神
楽
・
田
楽
を
中

心
と
す
る
伝
統
芸
能
等
の
素
晴
し
い

お
宝
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
お
宝

を
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

現
在
、
安
芸
高
田
市
の
知
名
度
は
上

昇
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
可
部
バ
イ
パ
ス
の
開
通

を
契
機
に
、
安
芸
高
田
市
の
知
名
度

や
既
存
の
中
国
縦
貫
自
動
車
道
や
芸

備
線
等
を
有
効
に
活
用
し
た
タ
イ
ム

リ
ー
な
定
住
対
策
を
構
築
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
発
展
に
は
、
重
要
な
施

策
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
を
活
用

し
た
企
業
誘
致
、
地
域
医
療
の
課
題

解
決
、
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
等
の

定
住
対
策
は
無
論
の
こ
と
、
広
大
な

農
地
・
山
林
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
再

生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
配
分
の
最
適
化
を
目
指
す
農

村
型
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
タ
ウ
ン
構

想
、
２
、
３
０
０
戸
の
空
き
家
を
活

用
し
た
市
外
か
ら
の
定
住
施
策
等
、

今
後
の
町
づ
く
り
に
夢
を
抱
い
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
県
の

政
策
を
見
据
え
な
が
ら
も
、
し
っ
か

り
と
腰
を
据
え
、
市
民
の
皆
様
に
満

足
し
て
頂
け
る
よ
う
に
、
今
後
の
方

向
性
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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平成25年度より父子家庭も対象となりました

【１】児童扶養手当の受給者，又は同等の所得水準にある。
【２】 養成機関において2年以上のカリュキュラムを修業し、対象資格の取得が見込まれる。
　　 （通信過程は適用外）

【３】就業又は育児と修業の両立が困難であると認められる。
【４】過去に、この事業による訓練促進費を受給していない。

※ 支給開始は原則、支給申請の翌月からとなります。
　年度途中・受講途中の申請も可能です、申請等のご相談はお早めにお願いします。

対象となる講座
①　看護師（准看護師）
②　介護福祉士
③　保育士
④　理学療法士
⑤　作業療法士
⑥　その他安芸高田市長

が必要と認める資格

この事業による訓練促進費の支給対象者
　安芸高田市に住所を有する20歳未満の児童を扶養している母子家庭
の母、及び（平成25年度受講開始の）父子世帯の父。

区　分 高　等　技　能　訓　練　促　進　費 入　学　支　援　修　了　一　時　金

支給対象 　平成25年度以降に入学（受講開始）の母子世帯
の母、及び父子世帯の父。

　母子世帯の入学年度は考慮しない。
（父子世帯は平成25年度からの受講開始の方）

支給期間 ○　受講期間２年以上　（支給期間上限２年） 　左記の修了日を経過後、請求による一度の支給。

支給金額

　世帯の市民税課税状況により、下記の区分の支給
額を決定します。
○非課税世帯 月額100,000円
○課税世帯　 月額 70,500円
※受講期間が３年以上の方はご相談下さい。

　世帯の市民税課税状況により下記の区分を決定し
ます。
○非課税世帯　　50,000円
○課税世帯　　　25,000円

人事行政の運営などの状況母子家庭等高等技能訓練促進費事業 総務課職員係　 42－5611
子育て支援課　 47－1283 　地方公務員法及び安芸高田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づき、給与などの状

況を公表します。詳細については、市ホームページでご覧いただけます。

区分 高卒程度 身体障害者対象 割愛 その他選考 合計
一般事務職 6 0 4 0 10
消防吏員 5 0 0 0 5

計 11 0 4 0 15

（1）職員の採用状況（平成24年4月2日～平成25年4月1日）

※退職派遣後の採用、臨時的任用職員を除いています。

（2）職員の退職状況（平成24年4月1日～平成25年3月31日）
職種 定年退職 勧奨退職 普通退職 分限免職 懲戒免職 失職 死亡退職 合計

一般事務職 11 4 2 0 0 0 0 17
技能労務職 1 0 0 0 0 0 0 1
消防吏員 2 0 2 0 0 0 1 5

計 14 4 4 0 0 0 1 23
※退職派遣者、臨時的任用職員を除いています。

 1 職員の任免及び職員数に関する状況

（3）職員数の状況・職員数の推移
� 年度
部門別 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 過去5年間の

増減数（率）
一般行政 310 311 307 309 300 289 ▲21（▲ 6.8％）
教育 57 56 55 37 36 35 ▲22（▲38.6％）
消防 48 50 51 49 49 49 ＋ 1（　 2.1％）
普通会計計 415 417 413 395 385 373 ▲42（▲10.1％）
公営企業等会計計 55 43 37 36 36 37 ▲18（▲32.7％）
総合計 470 460 450 431 421 410 ▲60（▲12.8％）
(注)�各年における定員管理調査において報告した部門別職員数。上記数値には、教育長を含んでいます。

 2 職員給与費の状況
（１）平成24年度の人件費（普通会計決算）
住民基本台帳人口 歳出額(Ａ) 実質収支 人件費(Ｂ) 人件費率(Ｂ／Ａ)

　　30,721人 25,417,393千円 689,658千円 4,190,122千円 16.5％　

（２）平成24年度の職員給与費（普通会計決算）

職員数（Ａ） 給　　　　　与　　　　　費 一人当たり
給与費（Ｂ／Ａ）給　　料 職員手当 期末勤勉手当 計(Ｂ)

372人 1,579,216千円 228,509千円 582,009千円 2,389,734千円 6,424千円
（注）職員数は平成24年4月1日現在の人数であり、職員手当には退職手当を含みません。

（３）ラスパイレス指数
平成22年 平成23年 平成24年
101.1 101.0 109.1

（注）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方
公務員の給与水準を示す指数です。

４）職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）
区　　分 安芸高田市 広島県 国（減額前） 国（減額後）

一般
行政職

大学卒 161,600円 176,278円 172,200円 163,987円
高校卒 140,100円 142,462円 140,100円 133,418円

 3 特別職の報酬等の状況
区　分 給料月額
給　

料

市　長 860,000円
副市長 700,000円
教育長 620,000円
区　分 報酬月額
報　

酬

議　長 410,000円
副議長 355,000円
議　員 325,000円
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。�
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

　気持ちよく目を覚ます、朝ご飯を食べていっぱい遊ぶ、
夜はぐっすり眠る
　これらのことを繰り返し、習慣となることが『こころ
とからだの健康』につながります。
～毎日の生活を振り返り、親子で一緒にできることから
始めてみましょう～

〈眠ることと起きること〉
安芸高田市のお子さんのようす

 （平成24年度　健診時のアンケート結果より）
　育ちざかりの子どもたちにとって、眠るということは
心と身体を休ませると同時に、からだをつくり、脳を発
達させる役割があります。遅く寝ると、必要な睡眠時間
が不足するため、1日のリズムを狂わせ、体温が上がら
ずボーっとした状態になってしまいます。毎日大体同じ
ような時間に起きるようにこころがけ、元気な朝をス
タートしましょう。

☆ポイント！　　夜の寝かしつけをスムーズにするた
めに、昼寝は一定の時間がきたら起こ
す習慣をつけましょう！

〈朝ごはん〉

☆ポイント！　　毎日の排尿・排便にも注目しましょ
う。便秘が続くと食欲が落ちたり、苦
しくて熟睡できないこともあります。

〈体を動かすということ〉
　乳幼児期の運動や遊びは、元気なこころとからだをは
ぐくむためにとても大切です。寝返りやハイハイ、ひと
り歩き、手や指を使った細かな動きなどをたくさん経験
していきます。これらの動きが、食事をする、着替える、
トイレで用をたすといった生活習慣の確立に大きくつな
がっていきます。お子さんの成長をあたたかく見守り、
手をさしのべてあげましょう。一人でできるようになる
と自立につながり、大きな自信になっていきます。

☆ポイント！ 　お外で得る刺激はたくさんありま
す。天気や体調の良い時は積極的にお
外に出かけましょう。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■実際の活動時間は45分程度ですが、人数により時間延

長する場合がありますのでご了承ください。
■託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだいを

連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。

子育て支援センター（ 47-1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15

子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
３月６日（木） 

10：15～10：30　受付 
10：30～11：15　活動

吉田運動公園 
エアロビクス室 

（吉田町）

親子体操
＊対象年齢　
　０歳～１歳

３月20日（木） 
10：15～10：30　受付 
10：30～11：15　活動

吉田運動公園 
エアロビクス室 

（吉田町）

親子体操
＊対象年齢　
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場
３月６日（木）
13：00～13：15

３歳児健康診査
・H22年９月生まれ

中央保健
センター

３月13日（木）
13：00～13：15

１歳６か月児健康診査
・H24年８月生まれ

中央保健
センター

３月20日（木）
13：00～13：15

乳児健康診査
・H25年５月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。

※対象児には個人通知します。
※体調不良やその他の理由で欠席される場合は、事前に保健医

療課（ 42－5633）までご連絡ください。

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お�知�ら�せ

３月
7日

（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

中央保健
センター

●育児相談
●４か月児

相談
●２歳６か

月児相談

※4か 月 児 相 談、2歳6
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：4か月児相談は平
成25年11月生まれ。

　2歳6か月児相談は平
成23年9月生まれ。

※内容：身体計測・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

３月
14日

（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

３月
19日

（水）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます。事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

生活リズムを整えましょう！

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
３月３日（月） 
10：00～11：30 吉田幼稚園 ひなまつりコンサート

３月４日（火） 
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

３月４日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

３月５日（水） 
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

３月５日（水） 
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

３月 ６日（木） 
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

３月 ６日（木） 
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
３月11日（火） 
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

３月11日（火） 
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

３月13日（木） 
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

３月13日（木） 
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

３月18日（火） 
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

３月20日（木） 
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

３月26日（水） 
 9：30～11：30 入江保育園 園 庭 開 放

３月27日（木） 
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

３月27日（木） 
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。

刈田保育園　　　　 ５２－２０９９
八千代南保育園　　 ５２－３０４８
可愛保育園　　　　 ４３－１７７６

1月26日（日）に高宮田園パラッツォで行われた、
第14回�新春高宮子ども神楽発表大会での一コマ。

【乳幼児健康教室】
すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。離乳食を作って試食をします。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

３月18日（火）
10：00～11：30

中央保健
センター
　３階

３月10日

～
３月17日

★生後５か月児～
１歳６か月児と
その家族

お茶・タオル

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42 ー 5633）へお申し込み

ください。

ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

３月11日（火）
(13:30～15:30）

中央保健
センター

３階

第３回「赤ちゃんとの出会い、 
　　　 キラキラ新生活☆」
★妊娠中から始めるエクササ

イズで骨盤ケア♪
★出産について♪
★赤ちゃんとの生活♪
　（沐浴・抱き方・おむつ替

えにチャレンジ）等

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。

※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は4
月３０日（水）《マタニティーライフを楽しもう～ママの変化
とベビーの成長、妊娠中の過ごし方等～》を予定しています。

※予約先：保健医療課　 42－5633

3歳児 1歳6か月児
起きる
時間

●６～７時台　９０％
●8時台　　　  ９％
●9時以降　　  1％

●６～７時台　９０％
●8時台　　　 8％
●9時以降　　  2％

寝る
時間

●8～9時台　７6％
●10時以降　　2４％

●8～9時台　68%
●10時以降　　32％

同じ時間に食べ
ることで、お腹
がすくリズムが
できます。

一緒に食べるこ
とでより食欲が
わきます

前日の残り物を
利用する、主食
を決めておくと
よいでしょう

毎日決まった時間
に食べましょう

誰かと一緒に
食べましょう

献立を決めて
おきましょう
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地域の宝を守り、一人ひとりの財産を守る
安芸高田市文化財防火デー訓練

　地域の文化財を守り続けていくため、1月26日
（日）に防火訓練が高宮町羽佐竹の万福寺にて行われ
ました。周辺の山林が燃えているとの想定で、地域
振興会が119番通報と初期消火訓練をした後、消
防署と消防団高宮方面隊が放水訓練をしました。
　防火意識を高め、万が一の事態に備えることが、
一人ひとりの財産、そして命を守ることにつながり
ます。終始雨が降り続く悪天候の中での訓練となり
ましたが、集中を切らさず、消防署、消防団、地域
振興会が一丸となって訓練を行いました。

Ｊ1リーグ３連覇を祈願
サンフレッチェ広島必勝祈願・優勝報告会
　多くの人に感動と勇気を与えたサンフレッチェ広島のＪ1リーグ2連覇。昨年の、奇跡とも
いえる逆転優勝は、市民の多くの方の記憶に、今も鮮明に残っていると思います。
　1月26日（日）、清神社で、毎年恒例となっているサンフレッチェ広島必勝祈願が行われま
した。市外からも多くの方が詰め掛けた必勝祈願。サンフレッチェ広島の今シーズンの活躍を、
選手とサポーターが一緒になって祈りました。
　また、必勝祈願の後には、昨シーズンのＪ1リーグ優勝報告会も行われました。選手によ
る優勝報告と新シーズンの抱負を述べる場面では、期待するサポーターから拍手喝采。今年も、
サンフレッチェ広島が感動を届けてくれると、胸を弾ませずにはいられませんでした。

歌舞伎の奥深さに触れる
歌舞伎公演「応挙の幽霊」
　日本の伝統芸能として世界的にも認知されている歌
舞伎。その歌舞伎が、安芸高田市で公演されました。
　2月9日（日）、クリスタルアージョで公演されたの
は、歌舞伎作品の中でも最高峰の喜劇とされる「応挙
の幽霊」。絵から抜き出てきた幽霊と道具屋のやり取
りは、会場中を笑いでわかせます。当日は、歌舞伎の
化粧をその場で見学できる、歌舞伎ワークショップ「助
六ができるまで」や、勇ましくも美しい歌舞伎舞踊「助
六」も行われるなど、歌舞伎の奥深さに触れる日とな
りました。

熱い想いを堂々と発表
第28回青少年の声を聞く会（向原町）

　日々感じている熱い想いを、大きなホールで
堂々と発表。前を向いてはきはきと話す青少年
のスピーチに、思わず引き込まれます。
　1月26日（日）、向原生涯学習センターみら
いで第28回青少年の声を聞く会が開催されま
した。スピーチのテーマは、子どもたちが見つ
けた社会の課題や、学校生活で経験したこと、
将来の夢などさまざま。大人の私たちが思わず
感心してしまうような青少年の意見に、じっく
りと耳を傾けることができました。

美しい作品の数々を、思わず見入ってしまう
第7回あきたかた市民文化祭【展示芸術の祭典】

　絵画や写真、書、生け花など市民のみなさんが
創作した多彩なジャンルの作品470点がクリス
タルアージョにズラリ。それらは、足を止めてじっ
くり見入ってしまうほど、美しいものばかりです。
　1月26日（日）～2月1日（土）までクリスタル
アージョで開催された展示芸術の祭典には、延べ
1,561人が来場。オープニングアトラクション
やロビーコンサートも行われるなど、市民のみな
さんが作った作品に心ときめかせると同時に、安
芸高田市に根付く文化に触れる良い機会でした。

捨てればごみ・分ければ資源
小田東小学校　ごみ分別学習
　実際にごみの分別を体験してみることが、実生活での
行動につながります。1月21日（火）、小田東小学校5・
6年生を対象に、ごみ分別学習の授業が行われました。
　まず、安芸高田市公衆衛生推進協議会甲田支部、芸北
広域きれいセンター、市役所甲田支所から市のごみの状
況の説明を受け、1年間で1人あたり251.9㎏のごみが
きれいセンターへ持ち込まれていること、ごみの処分に
は多くの費用がかかることなどを学習。その後実際にき
れいセンターに持ち込まれたごみを使って、ごみの分別、
古紙を縛ってまとめることを実体験しました。

吉田小学校の伝統を受け継ぐ
卒業記念自画像制作
　100年の歴史がある吉田小学校６年生の自画像制作。今年
も2月4日（火）に行われました。
　吉田小学校では、自信をもって自画像制作に取り組むこと
ができるよう、他学年でも八千代の丘美術館所属の専門家か
ら指導を受けています。当日は広島女学院大学の三桝先生を
講師に招き、アドバイスをもらいながら、自画像を描きました。
　児童の中には、４代にわたって母校に自画像を残してきた
人もいます。伝統を受け継ぎ、３月に卒業を迎える６年生の
児童たち。自画像という分身を母校に残し、小学校で作った
思い出を胸に、巣立っていくのでしょう。

Ⓒ2014 S.FC Ⓒ 2014 S.FC
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

３
月
・
４
月
は
卒
業
・
就
職
・
退
職
な
ど
に

よ
り
異
動
の
多
い
季
節
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
異
動
に
伴
い
、
健
康
保
険
の
変
更

が
あ
る
場
合
は
、
14
日
以
内
に
市
役
所
保
健
医

療
課
ま
た
は
、
各
支
所
窓
口
係
ま
で
届
出
を
お

願
い
し
ま
す
。

○
加
入
の
届
出
が
遅
く
な
る
と
？

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、
届
出
が
あ
っ

た
日
か
ら
で
は
な
く
、
前
の
保
険
等
の
資
格
を

喪
失
し
た
日
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

　

保
険
税
も
そ
の
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
国
保
を
や
め
る
届
出
が
遅
く
な
る
と
？

　

喪
失
の
届
出
が
な
い
と
保
険
税
が
課
税
さ
れ

続
け
ま
す
。
勤
務
先
の
社
会
保
険
等
の
保
険
料

と
二
重
に
支
払
い
を
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
社
会
保
険
等
の
保
険
証
を
受
け
取

ら
れ
た
ら
速
や
か
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
保
の
資
格
喪
失
後
受
診

　

安
芸
高
田
市
か
ら
転
出
し
、
転
出
先
の
国
保

の
保
険
証
を
受
け
取
る
前
、
ま
た
は
、
社
会
保

険
等
の
保
険
証
の
交
付
に
日
数
が
か
か
る
と
き

な
ど
は
、
安
芸
高
田
市
の
国
保
の
保
険
証
は
使

え
ま
せ
ん
。
や
む
を
得
ず
受
診
さ
れ
る
際
に
は

医
療
機
関
に
保
険
の
切
り
替
え
手
続
き
中
で
あ

る
こ
と
を
必
ず
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
安
芸
高
田
市
の
国
保
の
保
険
証
で

医
療
機
関
を
受
診
さ
れ
た
場
合
は
、
資
格
喪
失

後
受
診
と
な
り
、
安
芸
高
田
市
の
国
保
が
負
担

し
て
い
る
医
療
費
（
７
割
～
９
割
）
を
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
等
の
保
険
証
の
交
付
前
に
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
と
き

に
は
、
勤
務
先
で
健
康
保
険
の
加
入
証
明
書
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
資
格
異
動
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く
！

�

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

安芸高田市 県平均 県内順位

一　　般 25,973 24,973 11

退職本人 21,595 28,920 19

退職扶養 39,631 22,577 3

全被保険者 25,819 25,132 11

※県内順位・・県内23市町で1人当たり費用額が高い順

平成25年11月診療分
一人当り医療費（単位円）

　

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
推
進
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ

「
こ
こ
ろ
の
健
康
・
ア
ル
コ
ー
ル
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

適
切
な
飲
酒
を
心
が
け
よ
う
！�

未
成
年
の
飲
酒
を
な
く
そ
う
！

で
す
。

　

お
酒
は
、
ス
ト
レ
ス
や
緊
張
を

和
ら
げ
る
な
ど
、
上
手
に
飲
め
ば

効
用
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
お
酒
に
含
ま
れ
る
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
依

存
性
が
あ
り
、
習
慣
的
に
飲
ん
で
い
る
と
、「
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
」
に
な
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
度
な
飲
酒
と
飲
酒
習
慣
は
、
糖
尿
病
や

高
血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
誘

発
す
る
大
き
な
要
因
に
な
り
、
三
大
死
因
と
呼
ば
れ

る
悪
性
新
生
物
（
が
ん
）、
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患

へ
と
発
展
す
る
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
、
未
成
年
者
の
飲
酒
は
、
現
在
の
健
康
問

題
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
の
影
響
が
大

き
く
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、「
ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
生
活
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
紹
介
を
し
ま
す
。

　

読
み
な
が
ら
、「
な
る
ほ
ど
～
」
と
思
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
、
い
か
が
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

●
最
優
秀
賞

　

・
少
酒
に
て　

延
び
る
寿
命
と　

減
る
メ
タ
ボ

●
優
秀
賞

　

・
人
と
酒　

上
手
に
付
き
合
い　

深
め
る
絆

　

・
節
酒
し
て　

一
に
健
康　

二
に
長
寿

　

・
健
康
は　

少
酒
で
菜
食　

よ
く
歩
け

●
佳
作

　

・
ア
ル
コ
ー
ル　

適
量
守
っ
て　

健
康
長
寿

　

・
少
酒
か
ら　

生
ま
れ
る
健
康　

守
ろ
う
習
慣

　

・
百
薬
も　

少
酒
で
長
寿　

医
者
い
ら
ず　

　

・
肝
臓
に　

さ
せ
て
は
な
ら
ぬ　

肝
試
し

　

・
ア
ル
コ
ー
ル　

限
度
を
超
え
る
と　

ナ
ー
ス
コ
ー
ル

　

・
ほ
ろ
酔
い
も　

過
ぎ
れ
ば　

人
生　

ほ
ろ
に
が
い

　

・
飲
み
過
ぎ
の　

ツ
ケ
は
病
で　

払
わ
さ
れ

　

・
無
理
し
な
い　

仕
事
も
お
酒
も　

生
活
も

　

・
ア
ル
コ
ー
ル　

ア
ン
コ
ー
ル
は　

ほ
ど
ほ
ど
に

　

・
節
酒
か
ら　

ひ
ろ
が
る
健
康　

笑
顔
の
輪

 

出
典
：
日
本
生
活
習
慣
病
予
防
協
会

 「
全
国
生
活
習
慣
病
予
防
月
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
２
０
１
２
」

　
安
芸
高
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
メ
ン
タ
ル

チ
ェ
ッ
ク
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち
」

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中

移
動
献
血
の
お
知
ら
せ�

�

（
４
０
０
mL
献
血
）

・
　

3
月
12
日
（
水
）

　
　
　
　

東
京
濾
器
（
株
）
広
島
工
場

　
　
　
　
　

9
：
30
～
11
：
15

　
　
　
　

向
原
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
み
ら
い

　
　
　
　
　

13
：
00
～
15
：
30

　
　
　
　

3
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
広
島
北
部
本
店

　
　
　
　
　

9
：
30
～
11
：
15

　
　
　
　

Ｊ
Ａ
吉
田
総
合
病
院

　
　
　
　
　

13
：
00
～
15
：
30

　
　
　
　

3
月
26
日
（
水
）

　
　
　
　

八
千
代
病
院

　
　
　
　
　

13
：
00
～
15
：
30

【
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
】

健
康
あ
れ
こ
れ

食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

　自分が毎日どのくらい塩分を取っているの
か、気にかけたことはありますか？塩分を取り
すぎると血管に悪影響を与え、血圧が高くな
るなど、さまざまな生活習慣病の原因になり

ます。普段の食生活で、塩分の
取りすぎを防ぐ工夫をしましょう！

ほうれん草の磯辺巻き

（ひとり分　エネルギー：18９kcal、塩分：０.９g）

～　減 塩 生 活 の ス ス メ　～

（作り方）
①ほうれん草は、茹でて水にとり絞る。
②にんじん、長いもは3cmの千切りに
し、にんじんはゆでる。
③うす焼き卵をつくる。
④巻きすに炙った海苔をおき、③とほ
うれん草、にんじん、長いもをのせ、
かつお節をかけて巻く。
⑤食べやすい大きさに切り、合わせた
Aで食す。

安芸高田市食生活改善推進協議会
向 原 支 部

（材料　2人分）
ほうれんそう …………1束
にんじん ………………４０g 
長いも …………………４０g
たまご …………………1個
海苔 ……………………1枚
かつお節 ………………適量
　　しょうゆ ……小さじ1
Ａ　みりん ………小さじ1　　さとう ………小さじ2
　　酢 ……………小さじ1

今月の食材

ほうれん草

バランスアップ!!

私たちが紹介します♪

1日の食塩相当量の目安
（成人）

男性：９g未満
女性：７.5g未満
（日本人の食事摂取基準2０1０年版より）

今日からできる！！減塩法
★食卓に調味料を置かない
★「かける」よりも「つける」
★レモンや唐辛子などの香辛料をつかう
★旨味（昆布・かつお節など）を利用する

無理なく
おいしく

◆
そ
の
他

こ
ん
な
と
き

必
要
な
も
の

安
芸
高
田
市
内
で

の
住
所
変
更

保
険
証
・
印
鑑

世
帯
主
や
氏
名
が

変
わ
っ
た
と
き

世
帯
が
分
か
れ
た

り
一
緒
に
な
っ
た

り
し
た
と
き

修
学
の
た
め
安
芸

高
田
市
外
に
住
所

を
お
く
と
き

保
険
証
・
印
鑑
・

在
学
証
明
書

保
険
証
を
な
く
し

た
と
き

印
鑑
・
身
分
証

明
に
な
る
書
類

◆
国
保
に
加
入
す
る
と
き

こ
ん
な
と
き

必
要
な
も
の

安
芸
高
田
市
に
転
入

し
た
と
き

転
出
証
明
書
・
印
鑑

社
会
保
険
等
を
や
め

た
と
き

社
会
保
険
等
を
や
め

た
こ
と
が
わ
か
る
証

明
書
・
印
鑑

社
会
保
険
等
の
扶
養

を
は
ず
れ
た
と
き

社
会
保
険
等
の
扶
養
で

な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
証
明
書
・
印
鑑

◆
国
保
を
や
め
る
と
き

こ
ん
な
と
き

必
要
な
も
の

安
芸
高
田
市
か
ら
転

出
す
る
と
き

国
保
の
保
険
証
・
印

鑑

社
会
保
険
等
に
加
入

し
た
と
き

国
保
の
保
険
証

・
社
会
保
険
等
の
保

険
証
（
コ
ピ
ー
で
も

可
）・
印
鑑

社
会
保
険
等
の
扶
養

に
な
っ
た
と
き

断
酒
会

広
島
断
酒
会
ふ
た
ば
会　

中
田
克
宣

０
９
０

－

４
８
０
２

－
１
８
６
５

※
詳
し
い
内
容
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

3
月
23
日
（
日
）　

13
：
30
～
15
：
30

　
　

3
月
10
日
（
月
）　

19
：
00
～
21
：
00

　
　

3
月
28
日
（
金
）　

19
：
00
～
21
：
00

　

吉
田
人
権
会
館
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
よ
し
だ

　

3
月
7
日
（
金
）　

18
：
30
～
22
：
30

　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
向
原

�
⎜
�
⎜
�

※「ひろしま地産地消ファンクラブ」のホーム
ページとFacebookに食のさんぽ道１月号が
掲載されました。広島県内の食情報がご覧に
なれます。ぜひ、チェックしてみてください。

1617
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防
火
豆
ま
き

　

１
月
31
日（
金
）に
高
宮
町「
ふ
な
さ
・

く
る
は
ら
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
」、

２
月
３

日
（
月
）

に
甲
田
町

「
小
田
東

保
育
所
幼

年
消
防
ク

ラ
ブ
」
で

防
火
豆
ま

き
が
行
わ

れ
、
火
遊

び
を
す
る

鬼
や
火
事

を
知
ら
せ

な
い
鬼
を

退
治
し
、

防
火
を
誓

い
ま
し
た
。

甲
立
保
育
所
へ�

鼓
笛
セ
ッ
ト
を
贈
呈

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
平

成
25
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

助
成
事
業
と
し

て
、
幼
年
消
防

用
鼓
笛
セ
ッ
ト

を
甲
立
保
育
所

幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
へ
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
の
中

で
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
及
び
防
火

思
想
の
普
及
啓
発
を
目
的
と
し
、
宝
く

じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

今
年
度
広
島
県
内
で
は
甲
立
保
育
所

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
を
含
め
３
団
体
が
助

成
を
受
け
ま
し
た
。
本
ク
ラ
ブ
は
平
成

21
年
４
月
に
結
成
し
、
こ
れ
ま
で
の
地

域
住
民
に
対
す
る
積
極
的
な
防
火
啓
発

活
動
が
認
め
ら
れ
、
助
成
事
業
の
対
象

団
体
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

２
月
５
日
（
水
）

に
、
甲
立
保
育
所
で

贈
呈
式
を
行
い
、
今

後
の
行
事
等
や
各
種

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
防

火
防
災
の
啓
発
活
動

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

春
の
全
国
火
災
予
防�

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

　

毎
年
、
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
は
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の

期
間
で
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
す
る
た

め
、
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
、
昨

年
は
、
火
入
れ
や
た
き
火
が
原
因
の
火

災
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　

火
入
れ
や
た
き
火
な
ど
を
行
う
時

は
、
必
ず
水
バ
ケ
ツ
な
ど
の
消
火
用
具

を
備
え
、
完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で
目

を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
、
風
が
強
い
日

に
は
、行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

消
防
職
員
研
究
発
表
会

　

１
月
24
日
（
金
）
東
広
島
市
で
行
わ

れ
た
、
消
防
職
員
研
究
発
表
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

　

消
防
職
員
研
究
発
表
会
は
、
消
防
職

員
が
創
意
工
夫
と
創
造
力
を
発
揮
し
て

消
防
業
務
の
改
善
や
機
器
等
の
開
発
に

向
け
て
研
究
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
す

る
も
の
で
す
。

　

今
回
当
本
部
で
は
、
交
通
事
故
な
ど

で
負
傷
者
を
固
定
す
る
際
に
使
用
す
る

資
機
材
を
、
よ
り
速
く
・
安
全
に
固
定

で
き
る
よ
う
に
改
良
し
発
表
し
ま
し
た
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件
（0件）

153件
（153件）

4件
（4件）

2件
（2件）

１月

小田東保育所 ふなさ保育園

私
も
気
を
付
け
て
い
ま
す
！

　

授
業
で
必
ず
見
せ
る
ビ
デ
オ
が

あ
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
人
が
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
あ
る
村
を
観
光

す
る
姿
を
扱
っ
た
番
組
で
す
。
そ

の
中
で
あ
る
観
光
客
が
「
こ
こ
は

自
然
豊
か
で
の
ん
び
り
だ
」
と
語

り
ま
す
。
一
方
で
土
産
を
売
る
現

地
の
女
性
は
「
誰
も
買
っ
て
く
れ

な
い
。
こ
っ
ち
は
子
ど
も
を
学
校

に
行
か
せ
た
り
と
大
変
な
の
に
」

と
言
い
ま
す
。
観
光
客
の
言
葉
の

裏
に
は
「
私
た
ち
は
発
展
し
、
忙

し
い
」と
い
う
認
識
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
忙
し
い
の
は
現
地
も
同

じ
で
、
そ
れ
は
土
産
売
り
の
女
性

の
言
葉
が
裏
付
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
日
本
で
も

あ
り
ま
す
。「
○
○
人
は
時
間
に

い
い
加
減
だ
」
と
か
「
信
用
で
き

な
い
」
等
の
言
葉
を
時
に
聞
き
ま

す
。
し
か
し
右
記
の
観
光
客
の
よ

う
に
相
手
の
生
活
を
よ
く
知
ら

ず
、
表
面
的
な
理
解
だ
け
で
相
手

に
イ
メ
ー
ジ
を
当
て
は
め
て
語
る

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
ら
は
相
手
を
批
判
す
る
も
の
で

す
が
、
実
は
そ
れ
以
上
に
「
日
本

人
は
時
間
を
守
る
」
と
か
「
信
用

で
き
る
」
と
い
う
思
い
が
隠
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
「
相
手
に
あ
る
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
て
、
そ
れ
と
は
違
う
私
た
ち
」

と
い
う
形
で
自
分
が
優
れ
て
い
る

と
認
識
す
る
。
こ
れ
は
世
界
で
長

い
こ
と
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
み

な
さ
ん
は
何
と
な
く
欧
米
は
進
ん

で
い
て
合
理
的
で
、
ア
ジ
ア
は
感

情
的
で
自
然
に
近
い
と
思
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
欧
米
が
ア
ジ
ア
を
昔

か
ら
繰
り
返
し
そ
の
よ
う
に
語

り
、
つ
い
に
は
ア
ジ
ア
が
自
ら
そ

う
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
認
識
は
「
進
ん

だ
欧
米
が
遅
れ
た
ア
ジ
ア
を
支
配

す
る
の
も
当
然
」
と
い
う
考
え
を

生
み
、
植
民
地
支
配
を
正
当
化
し

ま
し
た
。
た
か
が
異
文
化
理
解
、

さ
れ
ど
異
文
化
理
解
で
す
。
他
人

を
お
と
し
め
自
分
の
誇
り
を
保
つ

と
い
う
異
文
化
理
解
は
良
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
つ
い
人
間

は
し
て
し
ま
い
ま
す
。
私
も
気
を

付
け
て
い
ま
す
。

 

（
文
：
県
立
広
島
大
学

 

上
水
流 

久
彦 

講
師

イ
ラ
ス
ト
：

ロ
ナ
ル
ド
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト 

准
教
授
）

違う文化から
　日本を考える

人権多文化共生推進室
� ☎４２－５６３０
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成26年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

11件

0人

21人

11件

0人

11人

±0件

±0人

＋10人

死 者 数

負傷者数

H26.1末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○交通事故で亡くなった高齢者が3年連続で増加!!
・平成22年（46人）から平成25年（67人）まで
　増加傾向が続いています。
・最も多いのが歩行中の事故で、その半数以上が夜間に発生して

います。当事者は全員、反射材用品等の使用はありませんでした。
・道路を横断するときは、必ず左右の確認をしてください！
・夜間は、反射材やＬＥＤライトを活用しましょう!!
☆平成26年広島県交通安全年間スローガン

「ゆずりあい　そのやさしさも　おもてなし」

●3月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）
　4日（火）・6日（木）・18日（火）・21日（金）

72

・1月中は、道路の凍結に伴う交通事故が多発しました。

・天候、路面状況に応じた適正な速度で運転を。

・「急ブレーキ」、「急ハンドル」、「急加速」など、「急」

がつく運転をしないようにしましょう。

　高齢者宅を狙った悪質商法が続いています。
　親切な話しぶりや、無料という誘い文句に気を付けま
しょう。
点検商法　点検を口実に、屋根のふき替え、シロアリ駆

除、耐震工事などの契約をせまる。
押し売り　家に上がり込んで、買うまで、また契約するまで居座る。
押し買い　突然やってきて、貴金属などをその場で査定し二束三文で

買い取る。

すぐに決めず、誰かに相談　帰らなければ110番通報

悪質商法に注意！

防犯メール配信の
終了について

　3月末で防犯メール配信
を終了します。
　かわってお太助フォン、
県警メールマガジンにて防
犯情報をご利用いただきま
すようご案内いたします。

第11回安芸高田市児童・生徒自画像展作品～入賞・入選作品～

安芸高田市長賞
吉田中学校　３年　井上　莉緒
安芸高田市議会議長賞
可愛小学校　３年　秋田　浩侑
安芸高田市教育長賞
吉田中学校　３年　杉岡　詩菜
八千代の丘美術館館長賞
美土里中学校　２年　松田　彩花

優秀賞
吉田小学校　３年　世羅幸志郎
可愛小学校　３年　石橋　飛鳥
美土里小学校　５年　桑原　菜美
向原小学校　５年　鈴川日向子
八千代中学校　１年　朝原　そら
吉田中学校　２年　中西　夏々
吉田中学校　３年　生田　笑彩

大賞
吉田中学校　３年　宮本　栞菜

大賞
根野小学校　５年　駄阿　和水

入選
原田　美幸
武田　龍真
篠原明日香
久保　和支
西山　勇人
浅枝　維央
升田　滉太
貞国安佳里

中川　紗也
齋藤　杏実
上田聡一郎
貞国　佑輔
菅原　瑞菜
秋國　和志
岩見明日香
重光　創太

高橋　咲帆
日高　　涼
上野　　傑
宍戸　優斗
三宅　遼大
岩田　仙利
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およろこび

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

おくやみ

敬 称 略

三 上 真
まさ

矢
や

小 川 あ い
森 井 優

ゆ

理
り

中 田 翔
とう

馬
ま

田 中 斗
とう

真
ま

福 岡 枝
岸 田 圭 悟
山 口 佳 紀
近 敦 子

世羅 ツギコ
今 中 満 子
梅 垣　 悟
大杉 タゞエ
上 田 正 三
古 武 忠 重
原　 義 樹
小 田 和 富

杉 田 義 人

髙 瀬　 隆
二 張 枝
土井 フクミ
渡 利 孝 三
谷 川 算 市
久 保 文 雄

中 尾　 進
岩 口 昭 夫
朧　 昭 臣
山田 ハルミ
﨑田 イセノ
山 田 康 二
岡 村　 清
吹 藤 弘 文

香 川 盛 行
上 野 　 長

　 ミツヱ
中 原 二 郎
小笠原 美登里
河 内 留 一
遠野 マチコ
今 田 　 弘
小笠原 信子
吉 村 達 夫
中 谷 タ ダ
平田 み子
上 野 タ ズ

沖 田 義 夫
益田 シズヱ
沖 田 寿 美
渡 邉 賢 吾

實 光 　 保
末原 智惠子
吉 田 　 勲
西 川 　 隆
松 岡 　 昇

宮 本 杏
あん

菜
な

熊 高 　 怜
れい

迫 永 莉
り

歩
ほ

迫 永 紗
さ

來
ら

巣 守 修
しゅう

輔
すけ

近 藤 あ か り

升 田 琉
りゅう

翔
と

中 川 朝
あさ

陽
ひ

岡 奈
な

々
な

未
み

上 野 愛
あき

穗
ほ

女 鳥　 明
あ

日
す

美
み

竹 内 花
か

音
の

吉 田 町
（男）
（女）
（女）
（男）
（男）

（女）
（女）
（女）
（女）
（男）
（女）

（男）
（男）

（女）
（女）

（女）

（女）

八千代町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（多治比）
（多治比）
（下入江）
（ 山 部 ）
（ 福 原 ）
（ 中 馬 ）
（ 川 本 ）
（ 常 友 ）
八千代町
（ 勝 田 ）

（ 勝 田 ）
（ 勝 田 ）
（ 下 根 ）�
（ 土 師 ）
（ 上 根 ）
（佐々井）
美土里町
（ 本 郷 ）
（ 本 郷 ）
（ 本 郷 ）
（ 本 郷 ）
（ 桑 田 ）
（ 桑 田 ）
（ 北 ）
（ 北 ）

（ 生 田 ）
（ 横 田 ）
高 宮 町
（来女木）
（来女木）
（来女木）
（ 原 田 ）
（ 原 田 ）
（佐々部）
（佐々部）
（ 船 木 ）
（ 船 木 ）
（ 川 根 ）
（ 川 根 ）

甲 田 町
（下甲立）
（下甲立）
（下小原）
（上甲立）
向 原 町
（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 長 田 ）

74
75
73
84
98
87
66
90
89
68
79
62

93

65
94
100
94
83
80

72
86
69
86
99
95
89
53

79
101

87
76
59
90
92
85
71
93
97
86
100

78
89
46
42

81
92
76
78
82

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
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